
!!"!!!

8/31 2008 

 

Japan Music Education Society News Letter 
第33号                             No.33 

 

日本音楽教育学会ニュースレター 

 
目 次 

 
１．報告・お知らせ 
 1-1 平成 20年度第２回常任理事会報告 ·································  2 
 1-2 編集委員会からのお知らせ ·············································  6 
 1-3 第４回夏期ワークショップ報告 ······································  6 
 1-4 第 39 回全国大会（国立音楽大学）のご案内 ··················  11 
２．海外トピックス 
 2-1 ISME第28回世界大会およびCommissionセミナー報告  ·······  14 
 2-2 第39回韓国音楽教育学会学術大会（夏期学術セミナー）報告 ········  21 
３．新刊紹介 
 3-1 Music Education Policy and Implementation: 

      International Perspectives（今田匡彦）······················  23 
 3-2 リズム＆ゲームにどっぷり！リトミック77選，他（神原雅之）···  24 
 3-3 図解日本音楽史（田中健次）·········································  25 
４．事務局より 
 4-1 お知らせ ····································································  26 
 4-2 前事務局スタッフより ·················································  27 
 
編集後記 ···············································································  27 

 



!!#!!!

１． 報告・お知らせ 
 
1-1 平成20年度第２回常任理事会報告 
 
 日 時：平成20年７月12日（土）14:00-16:30 
 場 所：キャンパス・イノベーションセンター 506号室 
 出席者：吉田，北山，齊藤，八木，嶋田，杉江，三村，津田，小川，田中 
 記 録：田中 
  

【会務報告】 
 ５月11日 平成19年度会計監査 

平成20年度第１回40周年記念論文集編集委員会 
平成20年度第１回常任理事・理事会 

 ６月30日 音楽教育学 第38巻 第１号 発送 
ニュースレター No.32 発送 

  

【審議事項】 
１．理事の補充について 
吉田会長より，退会した井口理事（関
東地区選出）の補充として，同地区
の本多佐保美氏が理事を承認したこ
と，また業務として会計を担当しても
らう旨の提案があり，承認された。 
２．第39回全国大会（国立音楽大学）
について 
発表件数（個人発表92件，共同企画
４件）等の報告のあと，日程案につ
いて提案があり，日程について検
討・修正のうえ，承認された。 
３．平成20年度補正予算について 
原案が提案され，検討・修正のうえ
承認された。 
４．平成21年度予算案について 
原案が提案され，検討・修正のうえ
承認された。なお平成21年度以降は，
学会の収入に対して支出が上回る

（単年度赤字決算になる）ことが予
想されるため，なんらかの対応が必
要であることが確認された。 
５．新入会員及び退会者について 
新入会員44名の入会と申出退会者４
名の退会が承認された。（別表）な
お７月８日現在で正会員1,512名。 
６．その他 
くらしき作陽大学主催による「音楽療法
国際シンポジウム in Kurashiki」に対す
る後援依頼（名義使用）があり，承認さ
れた。 
 
【報告事項】 
１．各委員会報告 
1-1 編集委員会 
権藤委員長が作成した報告書をもと
に八木編集委員より以下の内容が報
告された。 
1-1-1 学会誌の状況 
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『音楽教育学』第38巻第１号発行。 
『音楽教育実践ジャーナル』vol.6-1 
編集者に入稿。 
『音楽教育実践ジャーナル』vol.6-2 
特集「音楽する身体」原稿依頼終了。 
1-1-2 会員からの投稿 
『音楽教育学』研究報告２件 
『音楽教育実践ジャーナル』実践報告１件 
いずれも第２回編集委員会で審議予定。 
1-1-3 次回委員会について 
第２回編集委員会：８月９日（土）
13:00より 於立教大学 
第３回編集委員会：11月７日（金）      
於国立音楽大学 
1-1-4 その他の報告 
『音楽教育学』第38巻第２号は大会
特集号となるが，大会時期が昨年同
様遅いため，例年の奥付通り（12月
25日）の発行が難しい。昨年は１月
20日頃に発行されたが，今年度につ
いてはこれから編集予定を検討する。 
1-2 国際交流委員会 
藤井委員長が作成した報告書をもと
に田中国際交流委員より以下の内容
が報告された。 
1-2-1 韓国音楽教育学会の会長の
交代について 
4月19日，会長がクォン・ドクウォン
氏から，ミン・キョンフン氏へと交
代した。 
1-2-2 韓国音楽教育学会学術大会
（夏期学術セミナー） 
１）夏期学術セミナーは，８月14，
15日に韓国・忠清北道の韓国教員大
学校で開催予定。 
２）吉田孝会長の特別招待講演は，8
月15日（金）9:00～9:45を予定。 

３）国際交流委員会からは，藤井委
員長，田中委員が参加する予定。 
４）７月５日，本学会会員むけの案
内を，学会ホームページに掲載した。 
５）参加申込の手続きが煩雑なため，
今回は藤井委員長が窓口となり，日
本からの参加希望者を取りまとめ
る。 
1-2-3 今後の交流について 
吉田会長より，韓国音楽教育学会と
の交流については，基本的には以前
取り交した内容を基本に，今後も国
際交流委員会が窓口となり，韓国側
と協議する。 
1-3 音楽文献目録委員会 
山下委員が作成した報告書をもとに
齊藤事務局長から以下の報告があっ
た。 
1-3-1 第136回音楽文献目録委員会 
日時 2008年6月21日(土) 
場所 武蔵野音楽大学 
１）文献選定 
選定リスト136に基づき，掲載タイト
ルの選定を行った。 
２）報告事項 
① 科研費申請について－対象外で
ある旨の連絡があった。 
② 助成金および個人寄付について
－野村学芸財団へ打診することにな
った。 
③ 3月に個人寄付依頼の手紙を発送
した結果，12名より寄付を頂戴した
（氏名省略）。 
④ IAML（国際音楽資料情報協会）
日本支部について5月21日の総会で，
新支部長と役員が選出された。 
⑤ Fontesへの文献送付（IAML日本
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支部からの委託作業）の完了。 
⑥ 本年度の作業経費は約6万円
（IAMLからの補助金は4万円）であ
った。 
⑦ RILM本部への文献送付について
－今年からWeb文献システムである
iBisへの直接入力を開始した。今回の
作業で見出された問題点について
は，7月のナポリ国際大会で確認予
定。 
⑧ 印刷会社への支払い－昨年度の
未払い代金504,050円を6月に支払
った。 
２．第4回夏期ワークショップについて 
杉江，小川，三村企画担当理事より，
「日本音楽教育学会第４回夏期ワー

クショップ in Tokyo」の資料をもと
に，当日の日程，準備，理事の担当役
割等について報告があった。 
３．第40回全国大会（広島大学）につ
いて 
三村理事より，会場校の都合で例年よ
り早く開催する予定との報告があっ
た。 
４．その他 
・事務局長より交通費の支給方法の
明文化がなされた報告があった。 
・事務局長より賛助会員の報告があ
った。 
・吉田会長より学会活動検討委員会
の設置について人選を検討中である
ことが報告された。 

・今後の予定 
8 月 9 日 平成 20 年度第 2 回編集委員会 

研究発表受理通知 

8 月 18～19 日 第 4 回 夏期ワークショップ 会場：東京音楽大学 
8 月下旬 音楽教育実践ジャーナル Vol.6 No.1 発行 

ニュースレター 第 33 号 発行 
第 39 回大会プログラム発送 

11 月 7 日 第 3 回編集委員会  
第 3 回常任理事会，第 2 回理事会 

11 月 8～9 日 第 39 回全国大会 会場：国立音楽大学 
１月 音楽教育学 第 38 巻第 2 号 発行 

ニュースレター 第 34 号 発行 
2 月中旬 平成 20 年度第 4 回編集委員会   

平成 20 年度第 4 回常任理事会 
3 月末日 音楽教育実践ジャーナル Vol.6 No.2  発行 

ニュースレター第 35 号 発行 
平成 20 年度会計決算 
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・新入会員 
会員番号 氏 名 所  属  先 
3525 仁科  良美 岡山大学（院生） 
3526 福井  善子 梅花女子大学 
3527 半田  才子 エリザベト音楽大学（院生） 
3528 栄長  敬子 新潟青陵大学 
3529 小栗  志乃 上越教育大学（院生） 
3530 三浦 あかね  
3531 相原  尚美 広島大学（院生） 
3532 矢野  沙織 広島大学（院生） 
3533 岡部  玲子 常磐大学 
3534 中村 かおり 中村音楽教室 
3535 松下  友紀 広島大学（院生） 
3536 上川  貴大 東京音楽大学（院生） 
3537 大森  由紀 広島大学（院生） 
3538 阿部 侑光子 日本大学（院生） 
3539 井上   明 広島大学(院生) 
3540 中村   香 新潟市立白山小学校/新潟大学（院生） 
3541 星山  真希 東京音楽大学（院生） 
3542 森本  裕子 東京芸術大学（院生） 
3543 金勝  裕子 十文字学園女子大学 
3544 工藤  千晶 広島大学（院生） 
5345 銭    沁 東京音楽大学（院生） 
3546 山上  陽美 （財）武蔵野市福祉公社 
3547 中村  公俊  
3548 王    紅 千葉大学（院生） 
3549 藤原  一子 名古屋大学（院生） 
3550 近藤  裕子 環太平洋大学 
3551 齋藤  綾子 新潟大学（院生） 
3552 大工原さやか 新潟大学（院生） 
3553 塔    娜 広島大学（院生） 
3554 四童子  薫 広島大学（院生） 
3555 小林 美貴子 広島大学（院生） 
3556 乙部 はるひ 日本女子大学（院生） 
3557 石川 真裕美 茨城大学教育学部附属小学校 
3558 長澤   希 広島大学（院生） 
3559 桑田  一也 広島大学附属三原中学校 
3560 田村 にしき 東京芸術大学（院生） 
3561 小泉  元宏 東京芸術大学（院生） 
3562 小川 百合子 横浜国立大学教育人間科学部附属鎌倉小学校 
3563 楠本   勝 横浜国立大学教育人間科学部附属鎌倉小学校 
3564 菅沼  邦子 広島女学院大学 
3565 谷   貴子 福岡教育大学（院生） 
3566 橋本  智明 東北大学（院生） 
3567 大竹  紀子 相模女子大学 
3568 山本  理人 （株）宮地商会 
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1-2 編集委員会からのお知らせ 
 
○ 『音楽教育実践ジャーナル』の投稿規程には，「本文，注，譜例，図版，図
表，写真等を含めて，最長で 20,000 字程度とする」とあります。つまり，譜
例や図，写真についても，そのスペースを文字数に換算した分量と考えます。
したがって，提出される原稿の１ページあたりの設定文字数で 20,000 字をわ
った枚数が最長の分量となりますので注意下さい。 

○ 『音楽教育実践ジャーナル』の投稿規程には投稿の種類を明記することは書
かれておりませんが，論文，実践報告，提言等，種類の希望がある場合はお知
らせ下さい。ただし，審議の結果，種類を変更していただく場合もあります。 

○ ８月９日（土）に第２回編集委員会を開催しました。詳しくは次号でご報告
いたしますが，『音楽教育学』研究報告２件，『音楽教育実践ジャーナル』実践
報告１件の投稿原稿のうち，研究報告１件が審議の結果採択となりました。ま
た，『音楽教育学』研究論文３件，『音楽教育実践ジャーナル』実践論文１件に
ついて，査読手続きに入りました。 
 
 
1-3 第４回夏期ワークショップ報告 
 

第４回夏期ワークショップを終えて 
!

企画担当常任理事 杉江淑子 
 

  
 
 ８月 18・19 日の両日，東京音楽大
学を会場として，第４回夏期ワークシ

ョップを開催しました。両日とも 50
名強の参加者が，ワークショップのテ
ーマ「つくって，たたいて，おどって，
あわせて」のとおり，心と身体，そし
て耳をいっぱいに解き放ってさまざま
な課題に取り組みました。 
 １日目のパフォーマンス･コースは，
セネガル出身のサバール奏者，ワガ
ン・ニジャエ・ローズ（Wagane Ndiaye 
Rose）氏によるサバールドラムのアン
サンブルとダンスです。サバール太鼓
を福島コダーイ合唱団から７台，宮城
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教育大学から3台，ワガンさんから15
台，ジャンベを信州大学から 20 台お
借りし，加えて大きな“マイ・ジャンベ”
を持参しての参加者もおられ，すべて
の参加者がひとり１台の太鼓を膝に抱
えてセネガルのドラム・パーカッショ
ンに挑戦することができました。 
 参加者はワガンさんの奏するドラム
のリズムを耳でキャッチし，手のひらを
真っ赤にしながらひたすら模倣し，繰り
返します。繰り返しているうちに，自分
たちなりに身体でリズムをつかみ，全員
のリズムが揃ってくると，次のリズム・
パターンにつなぎます。こうして覚えた
一連のリズムを私たちがドラムで奏す
ると，そこにワガンさんの即興的なリズ
ムが重ねられ，なんともいえない心地よ
いリズム・アンサンブルが生まれるので
す。ユーモラスな振り付けのダンスもワ
ガンさんをひたすら模倣。しかし，なか
なかワガンさんの動きのようにはいき
ません。壁面いっぱいに張られた大きな
鏡に自らの姿を映しながら，なんとかワ
ガンさんに近づこうとして踊る参加者
の姿がほほえましく感じられました。ド
ラムと踊りに加えて，セネガルの子ども
の歌や子守歌も教わりました。さらにワ
ガンさんの父上，セネガルの人間国宝ド
ゥドゥ・ニジャエ・ローズ氏の若き日の
映像とともに，セネガルの人々の暮らし
やサバールの製作工程などが描かれた
DVD を視聴させていただき，セネガル
の音楽の文化的背景の一端を知ること
ができました。もう一度ワガンさんにお
目にかかりたい！という名残おしさと
ともに 1 日目のワークショップを終え

ました。!
 2 日目の授業づくりコースは，牧野淳
子氏による「音楽ゲームから音楽づくり
へ ―with BAMBOO―」です。生まれ
も育ちも京都の牧野さんならではの，京
都イントネーションによる「なべなべそ
こぬけ」を歌いながらの音楽ゲームを通
して，緊張気味だった参加者の表情が次
第にほころんできます。午前中は，ボデ
ィサウンド，トーンチャイム，ボールな
どを縦横に使った音楽ゲームです。バス
ケットボールとバレーボールとドッジ
ボールを10個ずつ用意していただきた
いのですが･･･と依頼を受けたときは，
「？」マークでしたが，「なるほどね！」
と納得。身体とリズムが音楽的に一体化
しないと，ボールは隣の人にうまく渡ら
ないのです。!
 昼食タイムまで一気に音楽ゲームで
駆け抜けた後，午後はいよいよ竹楽器の
登場。牧野さんがご自宅から50本もの
トガトンとトガトンを打ち付けるレン
ガや石（！）まで会場に送ってくださり，
全員が一人１本のトガトンを持っての
１拍ずらしのアンサンブルに挑戦でき
ました。私たちにとって，フレーズごと
のずらしは容易でも，１拍ごとのずらし
は意外に難しいものです。そのことを牧
野さんはよく知っておられて，１拍ずら
しのアンサンブルに到るまでに幾つも
の考えつくされたステップが用意され
ていました。!
 振り返って，このワークショップで感
じたのは，牧野さんの「引き出し」の多
さ，何でも音楽づくりにつないでみよう
とされる探究心，そして参加者に寄り添



!!)!!!

った「参加者目線」です。いくらアイデ
アがすばらしくても参加者の気持ちと
の乖離があると，音楽づくりはうまくい
かないでしょう。このワークショップで
は，「あっ，面白そう！できそう！」と
いうところから始まって，いつの間にか
ステップアップし，最後には「おおっ！」
という音楽ができ上がるという体験の
連続だったのではないでしょうか。これ

は，音楽教育に携わる者として大切なこ
とであると感じました。プログラム終盤
に，全員でバンブーオーケストラを演奏
した頃には，参加者全員が以前からの知
り合いのようにつながった，そんな心地
のするワークショップでした。!
 最後に，暑い中をこのワークショップ
にご参加くださった皆様に心より感謝
申し上げます。!

 
 

 
パフォーマンス･コース（ワガン・ニジャエ・ローズ氏） 
 

 
授業づくりコース（牧野淳子氏） 
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異文化リズムの魅力 
 

大阪教育大学大学院 竹下裕来 
 
 今回初めてワークショップに参加さ
せていただきましたが，セネガルのサ
バールドラムを体験して，異文化の音
楽への底知れない魅力を感じることが
できました。ドラムの演奏だけでなく
ダンスや歌などの楽しい時間を過ごし，
その中でもワガンさんからセネガルの
文化・生活について直接話を聞けたこ
とは大変貴重なことでした。お話で特
に印象に残ったのは，セネガルを含め
アフリカの子どもは小さい頃から太鼓
で遊んでいる，という話です。 
 私は今も大学院で音楽を勉強してい
ますが，リズム感の習得について困難
さを感じます。これは，小さい頃にそ
ういった体験をしてこなかったからか
もしれません。そこで最近は特にアフ
リカ由来の音楽を意識的に聴いて，そ
の音楽とリズムは体に大分しみ込んで
きたものだと思っていました。しかし，
今回のワークショップで本物のリズム
を直に感じると，その感覚の違いに愕
然としてしまいました。ワガンさんの
お話からも考えられるように，生まれ
育った環境の違いから根本的にリズム
感覚が違うのでしょう。このような驚

きとショックは発見であり，とても意
味のあることだと思いました。 
 世界の諸民族の音楽を授業で扱うこ
との意義のひとつは，それぞれの国の
音楽の違いを理解し受け入れていくこ
とだと思います。そして子どもが教師
に言われて違いを理解するのではなく，
自ら違いに気づいてほしいと考えます。
今回サバールドラムを体験して，私も
違いに気づき全身で強く感じることが
できました。その違いは違和感とは異
なり，とても魅力的なものです。この
体験から，サバールドラム以外にも魅
力的な音楽が世界中にたくさんあるの
だろう，という興味が尽きることなく
湧いてきます。これから常に，様々な
音楽を意欲的に聴こうとする姿勢を忘
れてはならない，と強く感じました。 
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音楽づくりは進化する！ 
～人と出会い感動する「ライブ感」いっしょにやりたいと思える「アンサンブル感覚」～ 

 
山梨県・忍野村立忍野小学校 小林 恵 

 
 また，牧野さんに会いたい！その思
いで今回のワークショップを受けた。 
 ６年前，私は学部４年のときに牧野
さんの研究会を訪ねたことがある。そ
のとき感じたのは「音楽づくりってラ
イブみたい。一体感がある！」という
こと。「楽しい」を共有できる「ライブ
感」が「音楽ゲーム」にはあると直感
的に感じたのだ。「音楽づくり」が歌唱
したり演奏したり音楽を聴いたりする
ことと同じくらいエキサイトできるも
のであることに気づいた瞬間だった。
これを伝えていきたい一心で私は小学
校の現場に出ることを選んだ。 
 誰もがエキサイトできる音楽ゲーム
であることは６年経った今も変わらな
い。むしろ進化している。牧野さんの
エンカウンターによって，私たちが解
きほぐされていく。子どもにかえって
いく。はじめての人ともコミュニケー
ションがどんどんとれる。そして「音
楽ゲーム」がいつのまにか「音楽」に
なっていくのだ。簡単なルールによっ
て人と人の音によるコミュニケーショ
ンができる。それがつながると音楽に
なり，終止をつくると音楽が完結する。
まさに「アンサンブル」。「いっしょに
つくると楽しい」という「アンサンブ

ル感覚」をつかむことができるのが音
楽ゲームなのだ。 
 どうやったら「音楽的」になるか。
それは「音を音楽へ構成していく『☆』」
だそうだ。「キラリとその音楽が光る何
か『しかけ』なのか『かぎ』なのか，
『☆』の中身は皆さんで考えて。」と宿
題をいただいた。まさに自分たちでつ
くっていく「音楽ゲームから音楽づく
りへ」のきっかけをみせてくださった
牧野さんらしい言葉。これだからまた
受けたくなる。 
 音楽づくりの魅力をライブで感じた
教育現場の私たちが日々の授業のなか
で行事や現場のニーズに答えることも
やりながら，３分でも５分でも取り入
れること，「音楽づくりって楽しい！魅
力的！」と思えるような活動を展開し
ていきたい。 
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1-4 第 39 回全国大会（国立音楽大学）のご案内 
 

実行委員長 藤沢章彦 
 
 大会についての詳細が決まりましたので，お知らせします。今回は，研究発
表の申し込みが大変多く，実行委員会でもうれしい悲鳴でした。そのため，常
任理事会とも相談の結果，当初の予定を若干変更いたしました。ご確認の上，
多数の皆様のご参加をお待ちしています。 
!

【第１日】 11 月 8日（土） 
!

 

【第２日】 11 月 9日（日） 
 

!

!

!

!

!

!

!

!

 
＊（  ）内は会場です。 
［例］（2-11）2号館の１階 11 教室，（1-225）1館の２階 225教室 
＊２日目の開始時刻は9:00 ですので，ご注意ください。  
＊研究発表の打ち合わせは，初日は9:00 から，2日目は 8:30 から各会場にて
行います。口頭発表者，司会者は時間にお集まりください。 
 

 
共同企画 Ⅰ（1-225） 
共同企画 Ⅱ（5-122） 

 
共同企画 Ⅲ（1-225） 
共同企画 Ⅳ（1-209） 
*Ⅳは16：15まで 

 
プロジェクト研究 Ⅰ 
（1-321） 
 

 
プロジェクト研究 Ⅱ 
（1-321） 

 
 
    
  
受 
 
付 

 
研究発表 
Ａ（2-11） 
Ｂ（2-12） 
Ｃ（2-14） 
Ｄ（2-16） 
Ｅ（2-21） 
Ｆ（2-23） 
Ｇ（2-25） 
 
*Ｃは13:00 
まで 

 
  
 
 
昼 
 
 
食 
  

ワークショップ Ⅰ 
（3-107合唱スタジオ） 
 

 
 
 
 
移
動 
・ 
休 
憩  

ワークショップ Ⅱ 
（5-122） 
ワークショップ Ⅲ 
（1-507，1-Ｂ26） 
 

 
 
 
 
移
動
・ 
休 
憩 

 
 
 
 

総 会 
（5-113） 

 
 
 
 
移
動
・ 
休 
憩 

 
 
 
 

懇親会 
（5 号館 
食堂） 

 
昼 食 

 

 
  
 
受 
 
付 

 
研究発表 
Ｈ（2-11） 
Ｉ（2-12） 
Ｊ（2-14） 
Ｋ（2-16） 
Ｌ（2-21） 
Ｍ（2-23） 
Ｎ（2-25） 
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講演 Ⅰ 
（講堂小ホール） 
 
 
 

 

 

移

動 

・

休 

憩 
 

 
 
 

講演 Ⅱ 
（講堂小ホール） 
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１ 会 場：国立音楽大学（交通＝東京駅―JR 中央線立川駅―（モノレール）
－玉川上水駅。または，山手線高田馬場－（西武新宿線）－玉川
上水駅。玉川上水駅から徒歩7分） 

     ＊東京駅からだと約1時間半。高田馬場からだと約1時間です。 

２ 参加費：会員 4,000 円（事前振込払い），4,500 円（当日払い） 
      非会員（臨時会員） 2,500 円（1日のみ），4,500 円（2日間） 
     ＊出欠回答はがきは，ご欠席の場合もお出しください。総会に出席 
      できない方は委任状に記入して必ずお出しください。 

３ 懇親会費：%7+++ 8! 9:;<=>?@ABCDEFGHICJKLMBNOP!
４ ホテル宿泊関連：QRSTUNVWPXYZ[\9S]H^_`aTUN

Oa5bcdSTUNVWH95ef9KABCDg<hMP!

! ! ! ! i!jkl^_`XY! +%#!&#(!""""!

! ! ! ! i!mnopo^_`XY! +%#!&%)!%"""!

! ! ! ! ! i!qrsklp^_`XY! +%#!&#"!""""!

! ! ! ! ! i!XYt2ou^_`! +%#!&#&!""#"!

５ 駐車場：大学の駐車場が利用できます。大学への道路が狭く，分かりにく
いかと思いますので時間に余裕をみておいでください。 

６ 昼 食：8日（土）学生食堂（１号館地下，５号館地下とも）を営業いたします。 
      9日（日）学生食堂（５号館地下のみ午後２時まで）を営業いたします。 
      コンビニエンスampm（大学内）が両日午後2時まで営業いたします。 
      玉川上水駅にコンビニエンスストア（サンクス）があります。 
      飲み物の自動販売機は1号館，5号館食堂付近にあります。 

７ 荷物預かり：1 号館 1階（1－120）で，大きな荷物の一時預かりをします。 
!

!

! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! 実 行 委 員 会 
実行委員長 藤沢章彦（国立音大） 実行副委員長 神原雅之（国立音大） 
実行委員  ◎酒井美恵子，内山澄孝，西原彰宏，古川 聡，宇佐美明子， 
      繁下和雄，遠山文吉，中館栄子，三戸 誠（以上国立音大）， 
      田中健次（茨城大学），山本幸正（洗足学園音大）， 
      ◎阪井 恵，田中延男，石井 亨（以上国立音大），有本真紀 
      （立教大学），島崎篤子（文教大学） （◎印担当チーフ） 
 
＊第 39 回全国大会のＨＰを立ち上げました。多くの会員のみなさまに広報い
ただけましたら幸いです。 

http://www3.to/conference39 
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平成 20年度院生フォーラムのお知らせ 
ポスターセッション発表者募集 

 
日時：平成 20年 11月９日（日）12時 30分～13時 30分 
場所：国立音楽大学 ２-26 ２-27 

 
学会の全国大会２日目（11月９日）
に行われる院生フォーラムに参加しま
せんか？ 
 院生フォーラムは，皆さんの日ごろ
の研究活動の成果を発表し合うこと
で，全国の院生同士のコミュニケーシ
ョンをはかり，今後の研究活動に役立
てていこうという企画です。具体的に
は，現在取り組んでいる研究や研究構
想を発表する「ポスターセッション」
と自由に情報交換や親睦を深めること
ができる「ミニ・パーティ」を開催し
ます。 
同じ音楽教育を専攻しながらも，他
大学の院生の方々の研究を知る機会は
なかなかないと思います。様々な経験
とアイデアを持つもの同士が交流する
ことは，今後の研究のモチベーション
の向上につながることでしょう。また，
研究の方向が定まっていない，焦点が
絞りきれていない場合においても，こ
のフォーラムに出席することで大いに
刺激を受け，「現状打破」のきっかけに

なるかもしれません。 
このフォーラムを通して「音楽教育」
の様々な問題を，院生同士で共有し，
一緒に考えていきたいと思っていま
す。まだまだ未熟ではありますが，関
東の院生協議会のメンバーが力を合わ
せて，私たち若手研究者の今後の研究
の一助となるように充実した機会にし
ていきたいと思いますので，是非，全
国の院生の皆さんのご協力をお願いし
ます。 
現在，研究発表をしていただける方
を募集しています。９月末日を締め切
りとして下記のアドレスにメールで申
し込んで下さい。申し込み時点におい
て必ずしも完成研究である必要はあり
ません。申し込み確認後，発表の形式
の詳細を追って連絡いたします。なお，
このフォーラムに関して質問等も受け
付けています。その際，メールのタイ
トルには「院生フォーラム質問」と明
記して下さい。皆さんの参加をぜひお
待ちしております。

 
ポスターセッション発表申し込み要項 
v 申し込みは下記のメールアドレスによる申し込みのみとする。 
v 音楽教育に関するテーマによる研究内容であることとする。個人研究の他，  
共同研究も受け付ける。 

v 締め切りは９月 30日。 
v 申し込みはメールタイトルに「院生フォーラムポスターセッション発表希望」
と明記の上，学校名・名前・研究題目・発表内容の概要をファイル形式で添
付して申し込むこととする。 

関東地区院生連絡協議会平成20年度幹事校 
代表係 高田英一（横浜国立大学芸術系教育研究科音楽教育専攻修士２年） 
    千葉香織（横浜国立大学芸術系教育研究科音楽教育専攻修士1年） 
    メールアドレス：masterforum@hotmail.co.jp  
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２ 海外トピックス 
 
2-1 ISME第 28回世界大会およびCommission セミナー報告 
 

Ⅰ ボローニャ世界大会の概要 
 

愛知教育大学 村尾忠廣 
 

   
 
１．開催都市，日時，参会者 
ボローニャでは一昨年（2006），国
際音楽知覚認知学会（ICMPC 9th）が
開催されたばかりである。今年（2008）
は ISME（国際音楽教育学会）が同じ
ボローニャで７月19日から25日まで
開催された。昨年大会実行委員を務め
たJ. Tafuriが今回のISMEでは大会実
行委員長である。ICMPC には音楽教
育研究者が毎回多数参加しており，私
もまた昨年に続きボローニャの国際
大会(ISME)に参加することになった。 
参会者は約 2000 人余りだったよう
である。久々の大盛会と言えよう。そ
れだけの人数であるからセッション
は並行して 18 個所でおこなわれた。
ペーパー発表，シンポジウム，ワーク

ショップ，デモンストレーション，こ
れらがすべて同時に個別の会場で発
表されたわけである。これにポスター
セッションやコンサートが別個加わ
る。ボローニャ音楽院だけでは会場が
賄えないから，発表を聞くだけでボロ
ーニャの街を右往左往しなければな
らない。しかし不便とはいえ，街を歩
いて会場を移動することは結構楽し
いことであった。 
２．開会式 
 ISME 大会の楽しみの一つが開会式
である。これまでの大会ではカバレフ
スキー作曲の ISMEファンファーレ序
曲に始まってさまざまな演出を凝ら
してきた。ボローニャであるから，誰
しもモーツァルトを意識した演出を
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期待していたのではないだろうか。と
ころが，ファンファーレの前に延々と
来賓祝辞挨拶が続くのである。その長
ったらしい祝辞も多くはイタリア語
でその後に英語の通訳が続く。やっと
終わっていよいよカバレフスキーの
ファンファーレとなったのだが，これ
がまたひどい演奏なのである。スクー
ルバンドだとはいえ，音は悪いし，ピ
ッチもハーモニーも実によく外れる。
考えてみれば，イタリアは音楽が学校
教育に導入されてまだ日が浅いので
ある。１年 365 日を練習にあて，吹奏
楽コンクールで優勝するような日本
の演奏を期待すべきではないだろう。
そう言いきかせながら一方で，ISME
開会式の音楽はやはりきちんとした
演奏であってほしい，と思ってしま
う。 
３．大会テーマ 
大会テーマは “Music at all ages”。
しばらく，多様な音楽を包含する「世
界」とか「地球の音楽」というテーマ
が続いたから，横から縦に軸を移して
「乳児から高齢者までの音楽」という
テーマの発想なのだろう。悪くはない
が要は何でもありなのである。 
４．研究発表，シンポジウム 
 18 セッションが並行して毎日朝８
時から夜７時まで発表されるわけで
あるから，個々の発表についてはとて
もコメントできない。それで私の関わ
ったことを述べるに留めよう。昨年は

ISME 地域大会が全世界５地域で開
催されたので，これを記念して今年は
“ISME Regional Conference Sym-
posium” を開催しようということに
なった。私はこのシンポジウムの
APSMER/ISME Regional Conference の
代表としてパネルを務めたわけであ
る。アジア，アフリカはそれぞれの地
域，文化，社会が非常に異なっている。
にもかかわらず，それぞれの地域が欧
米との関係をつくろうとして，アジア
諸国内の音楽教育文化交流は未熟の
ままであった。それだけに，APSMER
に始まった中規模の ISME地域大会に
は開催することの意義がある。が，ヨ
ーロッパ地域大会とかアメリカ大陸
（カナダ，アメリカ，メキシコ）とい
った地域大会はどうなのだろう。聴衆
の質問や関心は私の方に多く向けら
れた。それは「アジア地域間コミュニ
ケーション」ということの特殊性があ
ったのではないだろうか。 
５．次期 ISME会長・理事選挙 
 ISME 次期会長には選挙の結果，イ
ギリスのG. Welch が当選した。グラ
ム（Welch）とは，1984 年の ISME
ヴィクトリアセミナー以来 24 年もの
付き合いであり，一緒に音痴の本
（Onchi and Singing Development）
を出版してきた間柄でもある。私とし
ては実に嬉しい。が，一方でアジアか
らの理事がゼロという異例の結果と
なった。アジア各国から多数の立候補
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があったわけであるが,結果的に票が
分散してしまったのであろう。これは
非常に残念である。かつてのように，
ノミネイティングコミッティが地域
を配慮して候補者を決めていた時と
違い，今は誰もが立候補できる。そう
いう選挙になった以上しかたのない
ことである。問題解決のために今後は
地域別に選挙することを考慮するべ
きだろう。ただし，その場合，これか
らは中国票が左右する時代を覚悟し
なければならない。日本は一時期アメ
リカに次ぐ ISME参会者を誇り，その
数が 100 名を超えることもあったが，
今年など 30 余名である。時代の流れ
というべきだろう。 
６．上海 APSMER/ISME Regional Con-
ference 2009，北京 ISME World Con-
ference 2010 
次の APSMER/ISME Regional Confer-

ence は上海音楽院を会場として 2009 年
６月上海市でおこなわれる。ボローニャで
は，上海 APSMER のリーフレットも配
布された。Websiteもできあがっている。
8 月中には APSMER Office website 

(http://www.ied.edu.hk/cape/apsmer_r1/)
にアップロードされることだろう。上
海音楽院は１昨年集中講義をしてき
たのだが，昨年３月に招かれた時には
校舎のほとんどが新築されていた。中
国の変化の速さにはただただ驚いて
しまう。 
 北京 ISME 世界大会は，私が 2001
年以来ずっと画策してきたことであ
った。しかし，過去二度にわたり土壇
場のキャンセルに泣かされてきた。そ
れだけに今度は「三度目の正直」とい
うことになる。APSMER 2003 香港大
会で中国音楽院の Xie Jiaxing に出会
ったことが大きい。この時，北京中央
音楽院から中央音楽院に交渉のター
ゲットを切り替えた。私としては，実
に感慨深い。７つのコミッションセミ
ナーもすべて中国本土で開催すると
いうから恐れ入る。これからは ISME
も中国・香港が果たす役割がいっそう
大きくなるだろう。上海，北京の大会
には久々日本から大挙して参加した
いものである。 

 
Ⅱ ISME Seminar（Music Policy: Cultural, Educational,  
Mass Media）に参加して 

 
日本女子大学大学院（博士課程院生） 味府美香 

 
ボローニャの雲ひとつない青空のも
と，２週間にわたる私の初めての

ISMEが始まりました。 
私は今回，ISME の本大会とその直
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前に開催されるコミッションセミナー
に参加しました。ISME には全７つの
コミッションがあり，それぞれイタリ
ア各地，あるいは，イタリア近郊の国
で開催されていましたが，私はボロー
ニャで開催された“Music Policy: 
Cultural, Educational, Mass Media”
に行ってきました。このコミッション
はずいぶん長い名前ですが，要するに
社会学的な視点から音楽教育を研究し
ている会です。今年の６月にはコミッ
ションから Music Education Policy 
and implementation: International 
Perspective. Chi Leung, 今田匡彦他
編）が出版されています（弘前大学出
版会）。意欲的に活動しているコミッシ
ョンだと言えましょう。 
今回のセミナーでは，「創造的な音楽
活動」，「伝統音楽」，「カリキュラム」，
「マスメディアと音楽教育」といった
テーマがそれぞれ社会学的な文脈との
関わりの中でとりあげられていまし
た。いずれも非常に興味深い内容で，
世界各国から集まった研究者によって
次々に発表されたのです。初参加の私
は，オブザーバーとして申し込んでい
ました。しかし，参加者が 25 人とい
う小さなコミュニティです。そのため
か，セミナー初日，オブザーバーの私
にも 15 分の持ち時間が与えられるこ
とになりました。セミナーには私を含
め，修士，あるいは博士課程の学生が
６人参加しており，その全員が自分の

研究について話すことになったので
す。そうそうたる参加者の前での発表
は帰国したくなるほど大変でした。し
かし，それ以上に，各国を代表するよ
うな研究者たちが学生一人ひとりにコ
メント，質問，何よりのあたたかい拍
手をしてくれたのです。どれほど勇気
づけられたことかわかりません。 
セミナーで得たことは，（度胸も含
め）たくさんありました。これを胸に
いよいよ ISME本大会への出席です。
そこには名前を聞いたり，見たりした
ことのある著名な研究者を含め，すさ
まじい数の音楽教育研究者が世界中か
ら集まっていました。驚いたのは参会
者の数だけでなく，その内容，プログ
ラムです。口頭発表やワークショップ，
シンポジウム，ポスター発表，デモン
ストレーションとワクワクするプログ
ラムの１週間が待っていました。日本
の諸先生方の活躍も素晴らしく，自分
が日本人として大会に参加出来ること
の心強さ，そして，まだまだ足元にも
及ばないけれども私も何かやらなけれ
ばならないという責任を強く感じました。 
 今，振り返って思うことは，この２
週間がボローニャの焼けるような夏の
暑さに負けることのない熱い熱い日々
だったということです。ここで出会っ
たたくさんの人，そして，たくさんの
学びを自分への何よりのお土産に，こ
れからの毎日を充実させていきたいと
思います。 
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Ⅲ Research commission seminar 2008 からの報告 
 

宮城教育大学 水戸博道 
 

 
 
 第 22 回リサーチ・セミナーは，ワ
インの産地として有名なポルトガル
のポルトで行われた。リサーチ・セミ
ナーは，参加者全員にプロシーディン
グスが事前に配られ，参加者が発表論
文を事前に理解していることを前提
に行われる。したがって，セミナーで
の発表は論文の補足を 15 分間行うだ
けで，持ち時間の大半はフォーマル
（25 分）とインフォーマル（60 分）
のディスカッションに使われる。こう
した，独特なセミナーの形態は，研究
者どうしの遠慮の無い討議が目的で
あったはずであるが，ここ数回のリサ
ーチ・セミナーは，表面的な美辞麗句
が飛び交い，昔のようなエキサイティ
ングな討議がなくなってきたのが残
念である。しかし，アメリカの H. 
Price，C. Madsen, イギリスの G. 

Welch, S. Hallamなど，ビッグネーム
が勢ぞろいするセミナーだけに，発表
の質は高く，今回もわくわくするよう
な研究がいくつか見られた。たとえ
ば，カナダからの新人L. Wanzel は，
３年間にわたりキューバの音楽教師
の生活をエスノグラフィカルな手法
で調べ，そこから教員としてのアイデ
ンティティの問題を検討した。また，
日本からただ1人の発表であった小川
容子は，アジア版音楽能力（適性）テ
ストの制作にむけた第 1 段階を提示
し，参加者から evoking（喚起的）な
研究であるとの評価が多かった。研究
の評価が，完結した研究成果に対する
ものと，今後の研究を刺激するものの
両方に与えられるものだとしたら，小
川の研究は後者のものとして高い評
価を得たと言えるだろう。 



!!"*!!!

IV 世界の音楽教育を「護る ISME」から 
「牽引し支援する ISME」へ 

 
ISME 2004-5, 2006-7 年度理事 奥  忍 

 

 
ボローニャの中華飯店にて。前列左が筆者。居
合わせた日本人参会者が退任の慰労会をして
くださいました。 
  
 去る７月 24 日，イタリア・ボロー
ニャにおける第 28 回世界大会の期間
中に開かれた総会で次期会長と理事が
決定した。私が２期４年間の任務を終
えた安堵感に満たされた瞬間であった。 
 ISME の執行部は選挙で選ばれた前
会長と現会長，次期会長の３名の会長
グループと 12 名の理事からなる。理
事の中の２名は３名の会長とともに常
任理事会を結成し，運営と執行，財務
について企画し理事会に提案する，い
わば中核である。このポストを私の語
学力でとにかく終えることができたの
は事務局長の Judy Thönell を初め，
多くの構成員に支えられたからこそである。 
 ところで，この４年間に ISMEの方
針には大きな変化があった。2004 年
当時は，オランダの学会センター破産
のダメージからようやく脱した時にあ
たり，経費の状態をいかに安定させ，
発展させていくかが大きな課題であっ
た。香港教育大学のゲストハウスで自

炊しながら進めた合宿方式の常任理事
会の議題の中で，最も時間が割かれた
のは私の不得意分野である経済運営で
ある。聞き慣れない経済専門用語が飛
び交う中を，発言者の口元と目元を必
死で見つめながら内容を理解しようと
努力したものである。 
 それらの議論の中で私は ISMEにお
ける日本の役割の大きさ，ヤマハの支
援，とりわけ『ISME50 年の歴史』発
刊に対する貢献の重さを実感した。そ
のような中でこれまで ISMEを司って
きた会長，財務担当理事，事務局長な
どから「ISME 名誉会長に高萩保治氏
を」という推挙の声が寄せられ，全員
一致でその任をお願いすることになったの
だった。 
 しかし，その後アメリカの NAMM
から支援申出があり，ISME の運営方
針が大きく転換することになる。翌年
以降，常任理事会の日程は NAMM 
Show に合わせて，アメリカ・アナハ
イムのグランド・ディズニーランド・
ホテル・カリフォニアの１室を借り切
って開かれるようになった。NAMM
は音楽産業を結合し，牽引し，強化す
るとともに音楽への生き生きした参加
を促す使命を標榜する全米音楽産業の
協同体である。ホテルのキングサイズ
の大きなベッドやゴージャスな個室と
ともに，会議室の入口にかかっていた
「ISME 常任理事会＝戦略会議」とい
う看板を忘れることができない。 
 このときの会議では，毎朝８時から
の朝食会に NAMM から会長，事務局
長などが臨席，ISME 運営の戦略化に
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ついて NAMM が何をどこまでどのよ
うに支援できるかが滔々と述べられ
た。常任理事会の議論はそれまでの財
政の「やりくり」から「専門的な運営」
へと転換した。それは，世界各国の音
楽教員集団のボランティア精神に基づ
く共同作業から，専門的知識と手腕を
持つ専門家の起用へと ISMEの運営が
大きく切り替る，まさに「その時 ISME
が動いた」瞬間だったのである。 
 戦略の柱の一つにホームページの改善
が挙げられ，新しくデザイナーや管理者
が起用された。現在のホームページはそ
の成果であるが，会員・非会員がより気
持ちよく使うためにはさらに改善してい
く必要があるだろう。翻訳頁の充実も一
つの課題である。ちなみに，ISME はユ
ネスコ傘下にあるので言語についてはそ
の方針に則り，アジアの言語として中国
語を採用することになった。私は日本語
の翻訳作業を分担しているものの，ただ
それだけのことである。 
 他の同種の団体との連携強化もま
た，重要な戦略の柱である。主対象と
して地域の音楽教育団体との連携が挙
げられた。アフリカ，南米，ヨーロッ
パ等，地域の音楽教育会議が ISME地
域会議として位置づけられた。村尾忠
廣 氏 が 会 長 を 務 め ら れ て い る
APSMER（アジア・太平洋音楽教育研
究シンポジウム）も例外ではない。ま
た，他の芸術分野の同種の団体との連
携強化も図られた。音楽・美術・舞踊・
演劇の協議会結成の動向はユネスコ主
導であるものの，ISME の果たした役
割も大きい。ちなみに舞踊と演劇の団
体の批准はこれからのようである。 
 さらに，音楽教育の活性化を図るた
めに表彰制度が導入された。財源には
NAMM とギター会社の Gibson が大
きく貢献している。表彰方針，選出方

法，金額等について私は問題を色々感
じてきたが，それを覆すだけの力を出
せなかったことが悔やまれる。なお，
これらの団体・企業からの資金と他の
寄付金の総額は現在，個人会員と団体
会員の年会費の総額をはるかに上回っ
ている。 
 もう一つ悔やまれることは，2008-9
年度の理事選挙に日本から立った２名
を含めてアジアからの立候補者が全員
不調に終わったことである。ISME が
国際的な組織ならば，地理的（＝文化
的）バランスは最重要事項である。こ
れまでの選挙では選挙人に対してこの
点が強調され，幸いなことに予定調和
的に進んできた。しかし，上述したよ
うに ISMEの運営は変わりつつある。
今日的状況下の国際組織における選挙
という視点から選挙制度が改善される
ことを強く望んでいる。 
 ISME の運営に加わってうれしいこ
との一つに，アジアにおいて ISMEが
拡大しつつあることが挙げられる。今
回のボローニャ大会で初めてアフガニ
スタンやオマーンからの参加があっ
た。これらの国は４年前に私が常任理
事になってアジア諸国の拡大を図るた
めに手紙を出したときには何の反応も
なかった国々である。音楽教育の普及
と充実・発展のために ISMEの果たす
役割は大きい。私自身についても1963
年に東京で開催された ISMEに学生と
して参加したことが，現在の問題意識
の芽になっている。 
 これらの国々を含めて，音楽教育を
牽引し支援するためには経済基盤が堅
固である必要がある。しかし，それが
経済界の論理ではなく，これまでそう
であったように，音楽教育関係者の善
意の結晶としての基盤であり続けてほ
しいと強く願っている。
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2-2 第 39 回韓国音楽教育学会学術大会（夏期学術セミナー）報告 
 

国際交流委員長 藤井浩基 
 

 
特別講演を行なう吉田孝会長（8月 15 日） 

 
8 月 14 日，15日，韓国の忠清北道・
清州にある国立韓国教員大学校を会場
に，第 39 回韓国音楽教育学会学術大
会（夏期学術セミナー）が開催されま
した。日本音楽教育学会と韓国音楽教
育学会は，2003 年に姉妹学会交流協
定を締結し，交流を重ねています。今
回は，吉田孝会長が招聘され，「最近の
日本の音楽教育の動向」と題した特別
講演が行なわれました。会長に同行し，
北山副会長，八木，田中，津田各常任
理事，そして国際交流委員会より藤井
が参加しました。 
韓国全土から 250 名を超える参加

者があり，学内にホールや宿泊施設が
完備されたすばらしい環境で，60に及
ぶ研究発表，ワークショップ，ポスタ
ーセッション，演奏会が行なわれまし
た。1 泊 2 日の合宿のように寝食をと
もにし，音楽教育について熱心に語り
合う参加者の姿が印象的でした。内容
的には，韓国の伝統音楽の学習や指導
に関する多くの試論が目をひきまし
た。これは，カリキュラムでも自国の
伝統音楽を特に重視する，韓国ならで
はの特徴と思われました。 
吉田会長の講演は，学習指導要領改
訂のポイントを中心に，日本の最新動
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向をわかりやすくまとめたものでした
（通訳はソウル大学校東洋音楽研究所
の李

w

知
ジ

宣
ソン

さん）。韓国の参加者は，音楽
科はもとより，学習指導要領全体や解
説書作成の過程などにも関心が高く，
講演後には熱のこもった質疑応答が交
わされました。 
スケジュールの合間には，今後の交
流について協議を行ないました。韓国
音楽教育学会も，今年 4月に韓国教員
大学校の閔

ミン

庚
キョン

勲
フン

教授が会長に就任し，
新体制が発足したばかりです。互いに
新体制による顔合わせは，交流の発展

的継続を確認する有意義な機会でし
た。年度当初から国際交流委員会では，
会長の諮問を受け，交流の方針を検討
してきましたが，早速，学会誌の定期
的な交換など，具体的な打ち合わせが
できました。そして，来年度，広島で
の第 40 回大会には，閔庚勲会長にぜ
ひお越しいただきたいと考えていま
す。来年は韓国音楽教育学会の大会も
40回を迎えるそうです。互いに佳節を
祝い，新たな時代を切り拓いていける
よう，連携を密にしていきたいと思い
ます。 

 
 
 ヘルマン・ゴチェフスキ氏（東京大学大学院総合文化研究科准教授）より，
以下の情報が寄せられましたので，お知らせします。 
****************************************************************************************** 
国際的な音楽雑誌が東アジアに登場！ 
雑誌名：musica humana 
使用言語：英語 
!"#$%&'()*!

Korean Institute for Musicology, Chief Editor KIM Youn, University of Hongkong 
 主な内容：人間の活動としての音楽，特に形式的な音楽分析を超える学際的 
な研究。詳しくはmusica humanaのホームページでの Call for Papersを参照。 

問い合わせ先： 
日本語の問い合わせはH. ゴチェフスキ（gottschewski@fusehime.c.u-tokyo.ac.jp）
へ，それ以外は英語で直接韓国のエディターへ。 
 musicahumana@hanmail.net, musicahumanajournal@gmail.com 
投稿は常時受け付けています。 
入手方法：創刊号は 2009 年に出る予定なので，現在はまだ入手できません。 
詳しくはmusica humana のホームページ 
 http://musicologykorea.org/02_msc_hum.htm を参照して下さい。 
****************************************************************************************** 
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３．新刊紹介 
3-1 
Chi Cheung LEUNG, Lai Chi Rita YIP, 今田匡彦 編著 
Music Education Policy and Implementation:  
International Perspectives 

弘前大学出版会  
全 261 ページ，英語，2000 円＋税 

2008 年 6月刊行 
ISBN: 978-4-902774-39-9 

  
本書は，2006 年香港で開催された
ISME, Commission on Music in Cultural, 
Educational and Mass Media Policiesに
て発表されたペーパーを基盤として，
それらをさらに拡張，洗練させる形で
再構成された論文集である。中国本土，
香港，台湾，南アフリカ，イギリス，
オーストラリア，カナダ，アメリカ，
そして日本で活動する学者，ポリシー･
メーカー，行政官が，音楽教育の政策
立案，及び，その実行について詳細な
分析，検証を加える。 
 第1部 ＜From Policy and Practice
＞ での 6 つの章では，政策，比較文
化，メディアとカリキュラムをキーワ
ードに，オーストラリア，南アフリカ，
カナダ，日本，香港，アメリカの論客
がことばを尽くす。８つの章から構成
される第 2 部では，＜Creativity and 

Assessment＞ をテーマに，変容する
文化の中での創造性，情報コミュニケ
ーション･テクノロジー，サウンドスケ
ープ，ポストコロニアリズム及び身体
性などについて論じられる。第３部 ＜
Traditional and Contemporary Mu-
sic＞ では，伝統音楽，民俗音楽，ポ
ピュラー音楽，西洋クラシック音楽の
音楽教育現場への導入についての実践
研究６本が紹介されている。ロンドン
大学の Lucy Green による第 22 章
“Meaning, Autonomy, and Authen-
ticity in the Music”は，音楽教育研究
の醍醐味である学際性を生かした，ピ
クチャー･パーフェクトな論文となっ
ている。 
音楽教育に限らず，学会組織そのも
のの規模が大きくなればなるほど，大
会での研究発表はショーケース化する。
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ISME の各コミッションは，それらの
問題を解消すべく，テーマに応じた少
数の研究発表を基盤とするため，例え
ばこの Mass Media Policy Commission
も，西と東，北と南とを串刺しにする
求心力を持つ。世界各国の研究者が一
堂に会し，個々の研究について時間を
かけた議論を経て出版された本書は，

故に，単なるオムニバスの枠を超えた
有機的な研究成果を提示している。 
 
詳細は以下のサイトにて： 
http://www.hirosaki-u.ac.jp/hupress
/shoseki/048.html 
 

（今田匡彦：弘前大学）
 
 
3-2 

リズム＆ゲームにどっぷり！リトミック77選 
編著者：神原雅之 出版社：明治図書 発行年：2006年 B5版 全164頁 

アクション＆ビートでつくる音楽鑑賞の授業 
編著者：神原雅之 出版社：明治図書 発行年：2007年 B5版 全128頁 

世界の歌を遊ぶリトミック・ゲーム67選 
 －ボディー・パーカッションから音楽表現まで－ 

編著者：神原雅之 出版社：明治図書 発行年：2008年 B5版 全144頁 

! ! ! ! ! ! !

 
上記の３つの著作は，子どもが夢中
になる楽しい音楽活動の珠玉集です。
筆者がこれまで幼児や児童とのかかわ
りの中で実践してきたリズム・ゲーム

を中心に，活動のねらいと展開方法に
ついて整理したものです。 
幼児・児童は，言語的にも運動的に
も，そして音楽的にも大きな成長と発



25 

達の最中にあります。一人ひとりは個
人差も能力差もあります。このような
時には，子どもが既に備えているスキ
ルを手がかりとしながら，即興的な音
楽遊びとして「音楽のうねり」と「コ
ミュニケーション」を楽しむことが，
個を生かした音楽活動の鍵になる，と
筆者は考えています。また，指導者は，
動きや言葉に含まれている音楽的体験
を誘い出し，共に活動する存在として
子どもとかかわることもポイントです。 
言葉や運動を伴う活動には，音楽的
センスを駆使しながら参加できるチャ
ンスが多く含まれています。特に『音

楽鑑賞の授業』は児童を対象としてま
とめたものですが，幼児も実践可能で
す。既存の名曲を聴きながら，運動的・
言語的な活動を伴いながら音楽鑑賞活
動を行うアイデアを紹介しています。
kinesthetic（筋感覚）的な体験を基に，
対話し，音楽に含まれている様々な意
味（音楽を特徴付けている要素など）
に自らが気づく機会としたいのです。
機会があれば，是非お試し頂き，楽し
い音楽活動に役立てて頂ければと願っ
ています。 
 

（神原雅之：国立音楽大学） 
 
 
3-3 

 

図解日本音楽史 
 
田中健次著 
東京堂出版，全 318 ページ，日本語，2,600 円＋税 
2008 年８月１日刊行 
ISBN: 978-4-490-20632-6 

 
本書は，「初心者でも短時間で日本音
楽の概要が把握できる書」を目的とし
て出版された『ひと目でわかる日本音
楽入門』（音楽之友社，2003 年，以下
「前書」）の増補改訂版として位置づけ
ることが出来る。前書は，日本音楽の
先行研究をネットサーフならぬ「ブッ

クサーフ」して，そこから得た知見を
「最大公約数」「最小公倍数」という視
点から整理し，見開き一項目，片側図
版，片側説明文というページスタイル
をとった。本書においても同様のペー
ジスタイルを採用している。 
 ただし本書では，先行研究を参考に
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するだけではなく，①極力，筆者がそ
れぞれの演奏の場を見聞きし，その実
体験感を包含したこと，②また前書を
まったく参考にしないで一から書き出
したので，前書と内容的な重複はない
こと，③そして前書が「音楽の教師」
を意識してまとめたが，本書は，さら
に「広い読者」を対象としているため，
④前書では扱っていない「民謡」や「詩
吟」などの項目も入れるとともに，⑤
たとえば「師匠といえば親も同然－流
派と家元」「流行語大賞があったなら－
日常語になった雅楽の言葉」「免許皆伝
までざっと三十年－声明の唱法」「空気
を切り裂く掛声－能の音楽構造」「身の
毛もよだつ，怖～い物語―説経節」「江
戸情緒の美意識－端唄・うた沢・小唄」
などと，すべての項目の見出しにキャ
ッチコピー風の表現を用いた。 

なお本書を手にとっていただけるこ
とがあったならば，「あとがき」を是非
読んでいただきたい。そこに本書を出
した意図を吐露している。以下は東京
堂出版編集部による本書の解説文であ
る。「日本のさまざまな伝統音楽の歴史
と概要を初心者でも短時間で俯瞰でき
る－邦楽の理解に必要な事項を見開き
２ページ「解説」と「図表」で整理し
た入門書」 
 
【目次】日本音楽のあらまし，雅楽，
声明，能楽，琵琶楽・詩吟，尺八楽，
箏曲，三味線楽その１－発生と地歌，
三味線楽その 2－浄瑠璃，三味線楽そ
の 3－歌舞伎，三味線楽その４－近代
の三味線楽・歌曲，民謡，楽器 
 

 （田中健次：茨城大学） 
 
 

４ 事務局より 

4-1 お知らせ 
（1）第 39 回大会参加お申し込み方法は，同封の「第 39 回大会参加申し込み
について」をご覧ください。多数の皆様のご参加をお待ちしています。 
（2）年会費未納の方には，「払込取扱票」を同封しますので，早めの振り込み
をお願いします。 
（3）住所変更された方は，学会事務局に FAX または E メールでお知らせくだ
さい。 
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4-2 前事務局スタッフより 

♪中村幸子♪ 
 
６月末まで事務局スタッフとして働
いていた中村幸子です。ふりかえると，
平成 17年 10 月，週に１度のお手伝い
という軽い気持ちでスタートして間も
なく，大ベテランの前スタッフが辞め
てしまい，右往左往しながら仕事をし
ていたことが思い出されます。わから
ないことばかりでしたが，少しでも会
員の皆様のお役に立ちたいという思い
で頑張ってきました。事務局長のあた
たかなご指導のもと，新しく加わった

スタッフたちと支え合ったことは，今
では得がたい経験です。また，理事会
や編集委員会に出席させていただき，
学会を支える先生方の音楽と教育への
情熱に触れ，大変感激したのも貴重な
思い出です。 
今春，事務局はスタッフも，事務所
も移転して，新しく生まれ変わりまし
た。新しい船出に心からお祝い申し上
げるとともに，音楽教育学会の末永い
発展をお祈り申し上げます。事務局か
らは離れますが，音楽と教育のあると
ころに，心は共にあるつもりです。 

 
 
……【編集後記】………………………………………………………………………… 

 国内では第4回夏期ワークショップの報告，海外ではISME第28回世界大会，
第 39回韓国音楽教育学会学術大会の報告を掲載いたしました。さらに３つの新
刊書籍の紹介も掲載することができました。執筆者の皆様のご尽力に深く感謝
いたします。 
 しかしながら，国内外の音楽教育に関する情報交換の場としては，必ずしも
十分とは言えないことを自覚しています。幅広い会員にとって意義ある情報を
提供できるよう，様々な音楽教育関係のイベントをはじめ，他の分野の学会の
情報についても積極的に掲載していくなど，紙面の充実のために知恵を絞って
いきたいと考えております。皆様方からの積極的な情報提供とともに，ニュー
スレターのあり方について忌憚のないご意見を事務局までお寄せいただけまし
たら幸甚です。 
 記事でも紹介しておりますが，第 39回全国大会（国立音楽大学）の実行委員
会が大会用にすばらしいＨＰを立ち上げておりますので，ぜひご覧下さい。会
員の皆様の力で国立大会を盛り上げていきたいものです。 

（北山敦康，津田正之） 
…………………………………………………………………………………………… 
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＜平成 20～21年度 日本音楽教育学会役員＞ 

会  長：吉田 孝 
副 会 長：北山敦康 
常任理事：齊藤忠彦（事務局長），嶋田由美・津田正之（総務），田中健次（会計） 
     小川昌文・杉江淑子・三村真弓（企画），八木正一（編集） 
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     安田 寛（近畿），吉富功修（中国・四国），岩崎洋一（九州） 
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【事務局本部】 
所在地：〒184-0004 東京都小金井市本町 5-38-10-206 

日本音楽教育学会事務局 
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